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理 事 ・ 役 員
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週報
2026-2027年度国際ロータリーのテーマ

2026-2027年度国際ロータリー第2690地区メッセージ
気軽にロータリーを楽しもう

2026-2027年度岡山北ロータリークラブのスローガン
温故知新

会員増強・退会防止（理事）� 髙　橋　茂　樹
広報（理事）� 中　山　賢太郎
奉仕プロジェクト（理事）� 關　　　和　敏
ロータリー財団（理事）� 渡　辺　　　玲
クラブ３年計画� 橋　田　歳　行
親睦活動� 平　野　彰　一
プログラム� 永　山　雅　己
直前会長（理事）� 高　畠　　　浩
次期会長� 橋　田　歳　行

会　長� 上野山　　　剛
副会長� 馬　場　幸　三
幹　事� 磯　島　慈　海
副幹事� 難　波　佳　那
会　計� 杉　本　康　成
S.A.A.� 堀　川　洋　子
副S.A.A.� 磯　島　理　恵

次回９月１日のプログラム

本日のメニュー：ミリオンダラーミール（和食）
次回のメニュー：洋食

スケジュール９月のお祝い行事
　会員誕生日：磯島（芳）、宮井、三宅、
　　　　　　　内𫝷、角南、山本（武）君
　結婚記念日：馬場、山本（和）君、山本（宣）君

No.2684　2026．８．25．　　第 ６ 例会

９月　基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友月間
１日㈫　12：30～例会
　　　　　　　　ガバナー補佐公式訪問クラブ協議会
８日㈫　12：30～例会
　　　　　　　　第3回理事役員会（訪問リハーサル）
12日㈯・13日㈰　岡山北RC旗杯ミニバスケットボール大会
15日㈫　17：00～会長懇談会
　　　　18：00～新会員懇談会
　　　　18：30～ガバナー公式訪問例会
22日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
25日㈮　19：00～観月夜間例会（夫人同伴）　会場移動
29日㈫　例会変更⇒25日

10月　経済と地域社会の発展月間・米山月間
６日㈫　12：30～例会
　　　　　　　　第4回理事役員会
13日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
20日㈫　12：30～例会
24日㈯～25日㈰　地区大会（倉敷アイビースクエア）
27日㈫　12：30～例会　クラブフォーラム（R財団）

「クラブフォーラム（会員増強）（訪問リハーサル）」

ゲスト　米山奨学生
� クマーラゲー サチニ サジット ディサーナーヤカ 様　　

出席の状況
　会 員 数　53名（出席免除者0名　名誉会員1名）
　　　　　　出席者数　39名
　　　　　　欠席者数　14名
　出 席 率　73.58％

前回８月18日の例会記録

「ガバナー補佐公式訪問クラブ協議会」

8月分の
奨学金を授与



会長挨拶

　前回の例会はお盆前の「納涼ビア夜間例会」として開催いたしました。厳しい
暑さを吹き飛ばすような、大変賑やかで温かい親睦の時間となりました。ご参加
いただきました会員の皆様、そして準備に尽力してくださったS. A. A. の皆様に、
改めまして心より御礼申し上げます。
　本日8月18日は「米の日」だそうです。「米」という漢字を分解すると「八十八」
になることから制定された記念日ですが、ロータリーの活動もまた、一人ひとり
の手や思いが幾重にも積み重なって大きな実りとなるという点では、どこか「お

米づくり」に通じるものがあると感じております。
　本日の例会プログラムは、まさにその新しい「実り」の一つでもございます、新入会員の藤原さん
によるイニシエーションスピーチを予定しております。
　藤原さんがこれまで歩んでこられたご経歴や、ご自身のビジネス、そしてロータリーに懸ける思い
などをお伺いできることを、私自身とても楽しみにしております。皆様もぜひ、藤原さんをより深く
知り、親睦を深める機会として温かい拍手でお迎えいただければ幸いです。
　また、本日夜には「IDM（インターシティ・ディスカッション・ミーティング）」の開催が予定さ
れております。クラブ歴史編集委員長の伊藤パスト会長より貴重なお話を聞く機会となります。ロー
タリーのことについて今以上に知り、新たな気づきや学びを得られればと思っています。本日参加で
きない方も是非次回のIDMにご参加いただければ幸いです。入会3年未満の方はロータリーそして当
クラブを知る非常に良い機会ですので極力参加をお願いします。

１．公益財団法人ロータリー日本財団より確定申告用寄附金領収証が届いておりますので配付
しております。

２．ポリオワクチン投与ツアー募集について、米山梅吉記念館 館報Vol. 48・賛助会ご入会の
お願い、財団室NEWS 8月号、ハイライトよねやまVol. 317、他クラブ週報を回覧いたし
ます。

幹事報告

上野山君：藤原さんのイニシエーションスピーチ、楽しみにしています。
磯島（慈）君：遅刻して申し訳ありません。
　　　　堀川S. A. A.、あいさつがんばって下さい。
　　　　藤原新会員のイニシエーションスピーチをとても楽しみにしています。
馬場君：藤原さんのイニシエーションスピーチ楽しみに聞かせていただきます。
高畠君：結婚記念日にお花を贈って下さり有難うございました。
平野君：本日は、結婚のお祝いをありがとうございます。
　　　　又、同、親睦委員会、新会員の藤原会員のイニシエー

ションスピーチを宜しくお願いします。
　　　　更に堀川S. A. A.も共に例会を盛り上げましょう。
關君：藤原さん、本日のイニシエーションスピーチ楽しみにして

います。頑張って下さい。
中山君：藤原さん、イニシエーションスピーチ楽しみにしていま

す。頑張ってください。
磯島（理）君：藤原さんイニシエーションスピーチ楽しみにしてい

ます。
堀川君：本日、就任挨拶を遅ればせながらさせていただきます。宜しくお願いいたします。
　　　　本日もスマイルありがとうございます。

Ｓ．Ａ．Ａ．

出席報告

スマイル報告

お祝い行事進行の
關会員

お祝い行事



ロータリー情報委員会
　委員長　高畠　　浩　会員

　第1回I. D. M.のご案内

　本日、18：30～高田屋 岡山駅前店にて、本年度第1回I. D. M.を開催致します。
講師をクラブ歴史編集委員会の伊藤委員長にお願いしております。御出席をよろ
しくお願いします。

青少年奉仕委員会
　委員長　滝沢　敬士　会員

　岡山北RC旗ミニバスケットボール大会のご案内

　9月12日 （土）　岡山市総合文化体育館、9月13日 （日）　岡山市総合文化体育館
と瀬戸町総合運動公園体育館にて、　岡山市ミニバスケットボール連盟主催、岡

山北RC共催により、岡山北RC旗ミニバスケットボール大会を開催致します。
　今回は、負けたチームの中から1人選出して、粗品を渡す事になっているので、その一名を皆様に
選んでいただきますので、皆様のご協力をよろしくお願いします。

委員会・活動報告

　今年度、S. A. A.を務めさせていただいております、堀川洋子です。
　まずは、就任早々、欠席が続いてしまいまして……大変申し訳ございませんで
した！
　今後はフル出席しますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　さて、今年度の上野山会長のテーマは、「温故知新　良いことをして絆を深め
よう」です。
　世の中がいろいろな形で変化していく中で、岡山北ロータリークラブも、これ

まで大切にしてきた「古き良きもの」はしっかり残して次の世代へ伝えながら、一方では、新しいこ
とにもチャレンジしていく必要があるのではないかと思っています。
　その一つが、今年度から取り入れている例会のZOOM参加の顔出し不要です。
　私自身は、ZOOMで参加できるのであれば、顔出し不要で耳だけ参加でも出席となると参加できる
方が増えるのではないかと楽しみにしています。これは大きな変化ではないでしょうか！
　ただ、このような、ZOOMのことなどは、例会に来ている方には伝わりますが、普段参加されてい
ない方にはなかなか伝わりません。ですので、S. A. A.としてLINEなども活用しながら、例会の情報
を積極的に発信していきたいと思っています。
　そして、上野山会長が掲げられている、11月10日の例会「100％出席！」私が入会して初めての
取り組みで、ぜひ実現したいと思っていますので、今からお声がけしていきたいと思っています。皆

S. A. A.　堀　川　洋　子 会員 

「就任あいさつ」



　皆様こんにちは。この度は歴史と伝統ある岡山北ロータリークラブに入会させ
ていただきありがとうございます。
　3年ほど前から、中山賢太郎さんや關和敏さんから「JC（青年会議所）を卒業
したら岡山北ロータリークラブに入りませんか」とお声掛けをいただいており、
卒業するころに考えますね、とのらりくらりとお話をしていました。その後、青
年会議所の卒業が間近に迫ったころ、副会長の馬場さんからも「そろそろJC卒業
すると聞いたけど…」とお声掛けをいただき、いよいよ本格的に入会を検討する

こととなりました。
　私は、現在、弁護士法人菊池綜合法律事務所にて、社員弁護士として勤務しています。勤務歴は12、
3年くらいになるでしょうか。当事務所の所長はかつて第2690地区のガバナーの職をお預かりしたこ
ともあり、ロータリークラブであれば、入会したらいいのではないかとも言われました。そして、こ
の度、7月から岡山北ロータリークラブへの入会をさせていただきました。この辺りについては、歓

さま、ご協力をよろしくお願いいたします。
　そして今年度は、「出席率を上げたい」という思いと、また奨学生のサチニさんが勉強の関係で昼
例会への参加が難しいということもあり、夜間例会が多くなっています。親睦委員会の皆さんの負担
をできるだけ減らせるよう、今年度はひな壇が例会を仕切らせていただくこともあります。その際は、
皆さまにもぜひご協力いただければと思います。
　そして、本日はご出席いただいているサチニさん！ありがとうございます！
　今日がホテルでの例会は初めてですよね？
　岡山北ロータリークラブの例会はいかがでしょうか？
　またぜひ、お昼の例会にも遊びに来てくださいね。
　そして、私が今年度S. A. A.として頑張りたいと思っているのが、スマイルです。昨年度の集計を
確認してみましたところ、なんと、年間のスマイルが「0円」という方が7名もいらっしゃいました。
さらに、1万円未満の方が6名。
　つまり、スマイルチケットの方も含めて年間1万円未満の方が13名いらっしゃいます。
　もちろんスマイルは寄付ですので、強制ではありません。
　……ありませんが、できれば、ほぼ全員参加でお願いしたいと思っています（笑）
　スマイルは、岡山北ロータリークラブの活動を支える大切な財源でもあります。ですので、今年度は、
まず「0円」の方をなくすことを目標にしたいと思います！皆さま、ぜひご協力をお願いいたします。
　そして最後に。今年度のひな壇には、女性が3名もいます。これは、なかなかないことではないでしょ
うか。
　もしかすると、今後、女性が3名ひな壇に並ぶことはないかもしれません。だからこそ、この一年を、
ただ「女性が3人いた年」で終わらせるのではなく、「温故知新」につながる何かを、残したい。そして、
上野山会長の掲げる「良いことをして、絆を深めよう！」というテーマのもと、皆さんと一緒に、岡
山北ロータリークラブにとって良い一年にしたいと思っています。
　S. A. A.として、出席率を上げ、例会を盛り上げ、そして皆さんに「例会に来てよかった」と思っ
ていただけるよう、一年間頑張ります。
　皆さま、どうぞ一年間、よろしくお願いいたします！

　藤　原　由季子 会員 

「イニシエーションスピーチ」



迎例会でも少しお話をしたかと思います。
　今日は改めて、私の生い立ちや仕事のことなどをイニシエーションスピーチとしてお話しできれば
と思います。

　私は、昭和60年に広島県福山市で生まれました。兄弟はおらず、一人っ子です。私が生まれたころ、
実家は歯医者に資材を販売する商店を経営していました。屋号は「藤原歯科商店」というものであり、
母方の曾祖父が始めた商売でした。会社には毒劇物の保管庫があり、絶対にさわっちゃいけないとき
つく言われていたのを覚えていますし、ある程度の年齢になると、帳簿の計算のために電卓を渡され、
1ページ計算できたらお小遣いをあげると言われ、お小遣いほしさに帳簿仕事を手伝っていました。
　幼いときは、祖父が代表取締役を務め、婿入りした父が専務だったかと思います。幼いころは幼稚
園から帰ると、会社で家族や従業員とお話をしたりしていました。通っていた幼稚園は仏教系の幼稚
園であり、今も福山市内にあります。仏教系だからか、般若心経を覚えさせられるといった一風変わっ
たところもありました。
　その後、地元の公立小学校へと通い、小学4年生のころに祖父が肝臓がんで亡くなりました。厳し
くも顔をくしゃっとして笑う祖父が大好きで、病院へのお見舞いも行っていたので、とても寂しい思
いをしたのを今でも覚えています。
　地元の公立小学校から進学する中学校は、あまり治安がよくはなく、当時は市内で3本の指に入る
ほど不良が多い学校でした。そのため、どうしてもその中学校に行きたくなかった私は、両親に頼ん
で塾へ通わせてもらい、中高一貫の私立女子校へと歩を進めることとなりました。
　この私立女子校はカトリック系の学校であり、今振り返れば、幼稚園も中高も宗教に由来するとこ
ろに通っていたのだなと思います。中学校は点字訳クラブに所属し、目の不自由な方へ点訳した小説
などを送るという活動をしていました。この頃から「誰かのために何かをしたい」という感覚が醸成
されていたのだと思います。
　そもそもキリスト教系の学校であったことから、校訓にも「進んで奉仕」という文言があり、奉仕
の精神は中高時代に培われたのかもしれません。
　そして、中学を卒業するころ、折からの不況の煽りを受け、家業であった商店は倒産しました。両
親や祖母も破産し、当時は自宅に金融機関の方が何度もやってきて、いることがバレないようにと息
を潜めていたことを覚えています。また、このときに高校への進学をどうするかという問題が生じま
した。奨学金を借りれば通えることが分かり、高校生から奨学金を使用することとなりました。自宅
がなくなったのもこの頃で、高校生になるころに引っ越しました。
　高校生になっても、ある程度の成績を保持しないと奨学金を打ち切られるかもしれないという気持
ちが大きく、学校帰りにどこかに立ち寄ったりすることもなく、ただ自宅と学校とを往復していまし
た。部活は「文芸部」に入部し、小説や二次創作を書いたりしていました。当時、将来これといって
なりたい職業もなかった私は「とりあえず国公立大学になら進学はさせてもらえそう」と漠然と考え
ていました。
　高校2年生のとき、数学が苦手な私は文系を選択し、三者面談では「考古学者になりたい」と言っ
ては就職口がないと担任に言われ、「学芸員や図書館司書になりたい」と話しては、また就職口がな
いと言われ…「他になりたいものはないのか」と聞かれて「これ以上あるわけないじゃないか」と怒っ
たこともよく覚えています。
　いざ大学へ進学するとなったとき、結局、就職するときに比較的有利であることや、そういえば昔
弁護士にお世話になったこともあったなと思い出して、岡大法学部への進学を決めました。
　大学時代は、そこまで真面目な学生でもなく、午前中は起きれませんし、授業にはだいたい遅刻し
ていく…アルバイトはそこそこに、サークル活動に明け暮れる毎日でした。サークルは、大学生協の
学生委員会にいました。よりよい大学生活のために活動する…というものでしたが、イベントサーク
ルに近かったかもしれません。入学生対象に大規模な歓迎会を実施したり、在学生対象に健康診断み
たいなことを実施したり、受験生対象にオープンキャンパスの案内や相談を受けるなど、活動は多岐
にわたりました。3回生のときには副会長を務めて引退しました。今でも、サークルで知り合った先



�
会報委員会：武南浩二、妹尾一人、河口敏浩、佐々木和也、角南真一

輩や後輩と連絡を取ったりすることもあり、様々な考え方を持つ者同士でどのように意見をすり合わ
せていくか等を学ぶことができました。
　サークル活動に精を出していたものの、どこかで「通っている以上はきちんと単位はとろう」とは
考えており、3回生のときには卒業要件を満たし、就職活動も真面目にこなしていました。この頃、
新たにロースクールというものが開設されることとなり、友人が進学するというので、「そういえば
弁護士になれたらいいのかもしれないな」と考え、院試と就職活動の二足のわらじを履くことにしま
した。
　院試の成績が悪かったら就職しよう、そう考えていました。結局、いろいろと迷った結果、大学院
への進学を決めました。
　大学院に進学して、しばらくはアルバイトも続けていましたが、何せ大学時代にそこまで真面目に
勉強をしてこなかったこともあり、このままアルバイトを続けていたら留年するかもしれないと思い、
途中でアルバイトもやめました。その後は何とか3年で卒業し、何度か司法試験に落ち、ようやく受
かることができました。

　弁護士という仕事は、「誰かのために何かをしたい」という自らの信念に近い職業であり、よく考
えると自分に向いていたのかもしれません。「社会のお医者さん」ではないかと考えています。とい
うのも、病院と近くて自分に不具合があるときにかかる場所、人間ドックのように予防のために行く
場所というところは共通しているのではないかと思うからです。何か法的な問題があるときに相談に
行く場所であり、揉めないためにどうしたらいいかを相談する場所というところはまさしく病院に近
いようにも思うのです。
　普段の仕事としては、会社からのご相談や一般民事を中心に取り扱っています。「迅速・的確・丁寧」
をモットーに、ご相談いただいた方が少しでもプラスの方向に向かっていけるようにしたいと思いな
がら、仕事を続けています。時には胃に穴が開きそうなほど悩むこともありますし、依頼者にとって
よい結果となった時には本当に嬉しく思うこともあります。

　仕事を続けるうえで、自らの精神状態をクリアに保つことも大切です。友人と飲みに出かけたり、
カラオケでストレス発散したりと日々楽しく過ごしています。休日には食事をまとめて作り置きする
のも好きで、ついつい一人では食べきれない量を作ってしまい、冷凍に回すこともよくあります。

　まだまだロータリークラブのなんたるかを理解してはいませんが、今までの人生で少しずつ培って
きた「奉仕の精神」を活かし、様々な活動に少しずつ参加してさらに学びを深めていきたいと思います。
　人前でお話しするには原稿がないと不安になる私ではありますが、自分の考えや想いを伝えるには
どうすべきか等、自らの足りない部分を知り、成長することができるように日々努めてまいります。
　以上で、イニシエーションスピーチとさせていただきます。（ご清聴ありがとうございました）


